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がかなったのは平成 24 年 2 月 18 日でした。その 10
日前の 2 月 8 日水曜日 11 時、松島副学長が急逝され
て 49 日を過ぎていましたが、私は学長室に呼ばれ、
副学長を命ぜられていました。水戸先生に 18 日の出




















　平成 24 年 3 月 19 日、理事会で看護学部新設に向け、
設置準備委員会設置が承認され、いよいよ水戸先生
が聖徳大学に足を踏み入れる環境がととのいました。





































　平成 24 年 8 月 29 日に設置準備室が立ち上がりま




























































































データとして活用しました。平成 26 年 3 月卒業見込

























りました。97 と 200 近くになっていました。私の普

















私は平成 24 年 2 月から 4 月にかけて、ちょうど設置
趣旨を考えているときと重なっていますが、新聞と
雑誌の切り抜きをしていました。とくに注意を払っ
たのはファッションでした。すでにフランスの社会
史学界で mentalité マンタリテ（心性）がキーワード
となり、次から次と斬新で浩瀚な研究書が邦訳され、
私もその認識方法に心酔し、これからの女性大学を
リードしてほしい聖徳女性の mentality（心性）に
強い関心を払っていました。そのために時代のトレ
ンドをファッションで表現する感性に敏感になりた
いという動機がつよく働いていたからです。私の感
性が揺さぶられたのは 2012 年秋冬のミラノ・コレク
ションとコレクション・パリでした。前者のミラノ・
コレクションを紹介する見出しは「強く女性らしく」
でした。私は赤いボールペンをもって、ジル・サン
ダー、グッチ、ヴェルサーチ、ミッソーニといった
デザイナーは「厳格さと優しさの共存、タフだけど
温かい心を持つ女性を頭に描いた」箇所に赤線を引
いています。また後者のコレクション・パリの見出
しは「力強くパンツルック」でした。紹介文章の「今
回のコレクションでは、多くのブランドがこの春夏
のトレンドであるフェミニンな（女性らしい）スタ
イルからの方向転換を図った。（…）力強い印象の服
が目立った」に赤線を引いています。とくにミュウ
ミュウは柄物のパンツスーツで「凛々しさを強調」、
ルイ・ヴィトンは「力強い女性を打ち出した」。いず
れも赤線が引かれています。私の意識は、これから
の聖徳女性の mentality に優しさと知性の共存をみ
ていたのですが、赤線を引いたとはいえ「凛とした」
という次元までは踏み込めませんでした。二つの異
なった文明が交流するところから時代を切り拓く新
たな文明が生まれたということはすでに実証された
史実に属することですが、この文明を文化あるいは
考え方、さらに別言すると理念 idea と言い換えるこ
とができます。聖徳大学看護学部の設置は、すくな
くとも私にとっては、自己の内に新たな聖徳文化を
創造する挑戦だったと思います。
　聖徳大学看護学部で育つ女性たちは、聖徳の人間
性とどのような新たな看護の理念を身につけていく
ことになるのか、それは方法や制度の次元の問題で
はなく哲学－聖徳の看護教育の理念の次元の問題で
す。そのような思いが申請書案を構想し水戸先生た
ちと意見交換を繰り返すたびごとに鮮明になってき
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たことを思い出します。それは、私にとっては、意
識した、越境する知的活動だったといえます。いま
振り返ってみると、この知的営みが、水戸先生が私
に語った「目指す方向性（夢）と現実の狭間をうま
くつなぎ合わせながら進むのは、スリリングである
と同時に、大変楽しい作業でもある」ということと
重なっていたと思います。
　水戸先生が「スリリング」と表現することができ
た感性に驚きを禁じ得ませんでしたが、そこに込め
られている時代の変化を感知する感性とその変化を
読む洞察力、そしてなによりも聖徳に相応しい－こ
れからの看護教育を担う新たな理念を実現していこ
うとする精神を見いだすことはそれほど難しくはあ
りません。その精神が、看護学研究科の設置でも発
揮され、聖徳大学看護学部の実力となって評価され
ていることはいまでは周知のことになっています。
